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の四訓

梅
雨
の
こ
の
時
季
に
は
、
各
地
で
災
害
が
多
発
し
ま
す
㌔

愚
だ
ん
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
ま
さ
か
の
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　じ備ズ

　
市
は
瓦
月
八
目
、
災
害
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
眠
火

害
危
険
か
　
町
の
総
点
検
を
行
い
ま
し

た
．

　
こ
れ
は
、
昭
鞘
堂
ロ
キ
ニ
木
妖
…
に
防
い
だ

り
、
津
南
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

に
、
風
水
害
、
地
す
べ
り
、
山
崩
れ

な
ど
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
市
内

托
卜
．
．
か
所
の
危
険
か
所
を
調
査
し
、

災
害
対
策
の
即
製
に
す
る
も
の
で
す
．
．

　
圭
た
．
レ
し
日
に
は
坊
災
会
義
を

開
き
、
防
災
好
策
や
、
体
制
づ
く
り

一－

�
ﾂ
い
’
、
駒
鳥
議
一
「
ま
一
ぽ
た
．
．

　
災
害
を
未
然
に
防
み
＼
あ
る
い
は

実
際
に
上
上
燕
口
が
発
生
し
た
場
ヘ
ロ
、
そ

の
被
舌
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
ひ
レ
ー
り
ひ
と
り
が

防
災
に
つ
い
て
考
え
、
ぺ
害
時
の
心

構
え
を
持
つ
こ
レ
一
が
大
切
で
す
．

ふ
だ
ん
か
ら
の

　
　
　
心
が
け
を

　
災
宝
U
J
起
こ
「
，
て
か
ら
で
は
間
に

へ
目
い
ま
せ
ん
．
ふ
だ
ん
か
ら
次
ハ
こ

レ
一
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
．

工
．
（
象
情
報
「
注
心
墨
・
，
一
報
〕
は

一
　
朱
く
…
用
き
ま
し
ょ
う
．

2
白
宅
付
近
の
地
形
を
も
う
．
度
碓

」
冊
ー
レ
、
ド
ア
ん
な
“
火
室
目
が
起
孟
、
や
す
い

力
確
か
め
ま
し
ょ
う
．
．

5
近
く
の
し
旺
囎
一
町
や
魅
難
h
勿
咀
を
確

町
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

丁
災
ヒ
ロ
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
．

具
体
的
に
家
族
4
議
し
合
い
ま
し
よ

う
団局

◎
（
毛
地
な
ど
一
－
一
ひ
び
割
れ
が
で
き
げ
、

い
な
い
か
点
検
し
ま
し
よ
う
．

　
別
表
は
、
駅
穴
山
か
発
生
し
た
と
き

の
避
難
所
で
す
．
．
近
く
の
畦
置
所
を

ん
氷
族
み
ん
へ
’
て
碓
か
め
’
、
お
き
ま
し

よ
、
つ
．
．

　
避
難
す
る
と
き
に
は
、
つ
ぎ
の
こ

と
治
意
し
こ
讐
ま
し
よ
う

■
火
の
始
末
や
戸
締
ま
り
を
確
実
に

　
電
〃
八
は
電
源
を
切
り
、
ヴ
ス
は
．
圧

栓
を
傍
め
ま
す
．

■
服
装
は
動
き
や
す
く

　
長
袖
・
k
ズ
ボ
ン
を
着
て
、
体
の

露
出
部
分
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

ま
す
．
、
帽
r
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
忘
れ

す
に
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

■
消
防
や
警
察
な
ど
防
災
関
係
者
の

広
報
や
指
示
に
従
う

■
が
け
下
や
川
沿
い
は
避
け
て

－
切
れ
た
り
、
た
れ
下
が
っ
た
電
線

に
は
絶
対
触
れ
な
い

避
難
の
ど
ま
に

　
　
　
必
要
な
も
の

　
避
舶
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
誕
ま
っ
た
場
所
に
用

し
て
お
き
、
と
キ
レ
一
き
点
検
し
ま
し

よ
う
．

●
飲
料
水
レ
一
2
－
3
日
分
の
非
常
食

●
下
引
や
着
k
り
ニ
ー
ー
2
鯛

■
タ
オ
ル
や
ち
り
低
、
ロ
ー
ブ
な
ど

の
ひ
も

●
家
庭
用
k
　
田

●
懐
中
電
灯
レ
一
f
備
の
電
池

●
ト
ラ
ン
／
ス
ク
ラ
ン
†

※
貴
重
品
や
現
↑
は
身
〕
に
つ
け
て
荷

物
は
て
き
る
だ
け
　
つ
に
圭
と
め
’
、

北
1
1
負
え
る
よ
う
に

怖
い
土
砂
災
害

　
．
瞬
ハ
う
ち
に
家
や
川
畑
．
尺
命

ま
で
も
力
み
込
ん
で
し
ま
う
L
砂
尺

害
．
ヒ
砂
…
課
に
は
ヒ
騒
騒
や
．
地
す

べ
り
、
が
け
円
明
れ
な
F
二
」
あ
り
圭
す

■
土
石
流

　
土
砂
災
害
の
う
ち
で
も

　
破
壊
力
は
最
大

　
た
目
や
長
日
　
き
コ
か
け
鵡
、
大
量

の
し
や
百
、
砂
な
ど
」
、
火
・
＝
主
ヒ

リ
タ
　
ゴ
㌔
…
願
力
よ
う
一
乱
し
る
も

の
を
い
い
ま
す
　

耽
ノ
は
t
（
、
先

瑞
に
た
き
な
岩
ハ
あ
る
こ
レ
一
多
一
、

ンヒ
砂
　
に
Z
♪
ジ
・
も
破
烹
り
は
最

大
で
す

　
液
　
へ
一
’
や
あ
一
い
川
悔
所
㌧
浄
、
　
告
心
≠
丁
ハ
へ
目

U
〕
．
除
7
　
ぜ
べ
一
り
h
1
㌧
　
一
尺
也
　
、

ー
ク
、
一
．
　
　
（
’
一
　
’
1
ー
ー
　
ノ
ー
耳
ナ
「

す　
主
な
前
兆

▽
由
鳴
り
か
」
た
り
、
疏
ち
木
ノ
衣

ナ
る
－
．
日
　
し
た
り
す
る

犀
降
り
一
三
る
み
に
・
川

の
士
一
　
急
に
ド
ビ
．
て
い
：
〔
L

肌
で
岩
な
巨
＝
か
　
2
を
止
め
、
水
り

た
ま
り
つ
つ
あ
る
た
め
一

2

團燭
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避難所です。家族みんなで確かめておきましょう。

　
広
い
範
囲
に
被
害
が
及
ぶ

　
砧
ヒ
な
ど
地
中
の
滑
り
や
す
い
層

に
地
ド
火
が
…
　
…
一
国
し
て
、
そ
こ
か
ら

1
1
の
地
面
∂
そ
っ
く
り
動
き
出
す
も

の
を
い
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
層
∂
あ
る
場
へ
口
、
ふ

だ
ん
で
も
．
1
1
に
一
．
・
　
．
～
．

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
動
い
が
、
い
る
も
の
で

す
が
、
大
雨
や
地
震
な
ど
4
原
因
で

売
左
映
…
動
き
が
凍
…
く
な
り
ま
す
　
・
て
う

な
る
と
、
地
面
が
そ
っ
く
り
動
く
わ

け
で
す
か
・
っ
．
被
害
が
広
い
範
囲
に

　
　
湘
　
　
・
・
勲
　
　
鰍

峻
ぶ
ニ
ヒ
に
な
り
ま
す

　
主
な
前
兆

．
・
地
下
火
力
変
化
」
前
兆
ヒ
な
る
ニ

レ
か
多
い
た
め
、
池
や
沼
力
水
が
「
心

に
増
え
た
り
、
成
㌔
た
り
す
る
　
ま

た
・
坪
泉
か
一
－
．
た
り
す
る

師
・
・

、関¶．
　ヘコ

運遍

r

∠
’
　
．
コ

．
，

■
が
け
崩
れ

　
突
然
に
発
生
し

　
亡
く
な
る
人
も
多
い
災
害

　
地
中
に
し
み
込
ん
だ
水
が
．
地
盤

の
抵
抗
力
を
弱
め
る
結
果
起
こ
り
ま

す
．
ヒ
く
に
、
傾
斤
．
．
．
」
以
し
の

が
け
は
す
べ
て
授
室
目
発
生
の
危
喚
が

あ
る
と
考
え
た
ほ
う
2
い
い
で
し
よ

　
が
け
崩
れ
は
突
然
起
き
、
そ
の
L

ス
ピ
ー
ド
が
逮
い
た
め
、
亡
く
な
る

尺
も
多
い
災
害
で
す
　
被
害
の
及
ぶ

範
囲
は
、
が
け
の
高
さ
の
．
．
イ
旧
か
・
り

．
．
．
倍
の
距
離
に
達
す
る
レ
　
い
わ
れ
て

、
キ
♪
ヂ

　
主
な
前
兆

▽
が
け
に
亀
山
か
あ
る

▽
」
け
か
ら
水
が
わ
い
て
い
る

▽
小
石
が
バ
ラ
．
バ
ラ
と
落
ち
て
く
る

雨
の
降
り
か
た
に
注
意

　
L
砂
災
」
口
は
、
場
所
に
よ
・
．
て
　
　

い
ま
†
が
、
降
巾
日
弔
か
．
時
間
に
．
．

ミ
リ
以
ヒ
、
ま
た
は
降
り
始
め
て
か

ら
．
．
　
ミ
リ
ー
ヒ
に
な
、
た
ら
要

　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

l
　
、
†
　
ふ
だ
ん
か
ら
気
象
旧
淑

に
一
㌻
二
・
、
危
な
い
ヒ
爆
っ
占
∵
り

い
め
に
逃
げ
ま
し
よ
う

　
逃
げ
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

L
砂
凌
害
か
・
L
雅
す
る
場
へ
・
は
、

L
砂
力
流
れ
る
与
向
ヒ
直
角
に
逃
げ

ノ
カ
か
扶
町
で
す

・
　
　
　
．
証

　
．
，
囁

㍗
’

”

「

弩・．・

　’．○σ

oみ『

●

’●o

く
ト

‘、

A
　
．

　
自
t
防
災
組
織
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
防
災
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

た
り
．
住
民
同
し
の
尉
穴
宝
口
へ
の
協
力

体
制
を
つ
く
っ
た
り
す
る
た
め
に
、

地
域
ご
と
に
つ
く
る
三
二
で
す
．

　
白
・
E
防
災
組
識
の
÷
成
な
ど
の
こ

相
畝
は
、
市
消
防
本
部
〔
君
5
2
1

2
8
4
0
一
＼
ビ
う
そ

3



4

、
漕
㌧■σ

9

が
　
ひ
ま
わ
り

隔
○

ゆ
　
ひ
ま
わ
り
事
裳
の
第
．
回
ホ
ー
ム

U
・
テ
・
参
難
遺
・
れ
、
・
向
・

報
黛
高
校
ゐ
代
炎
レ
’
し
謬
、
、
ま
た
H
向

広
市
力
代
表
と
し
て
、
才
一
7
・
ト
ラ
リ

　
　
ア
の
、
コ
ー
ラ
市
鴫
、
之
化
の
た
策
仏
砒
キ
一
M
門

　
　
り
、
国
際
化
社
会
に
お
け
る
日
本
か

　
　
レ
＝
つ
（
、
．
’
、
い
・
⇔
の
か
亭
一
却
7
9
機
ヘ
ム

　
　
を
ケ
え
ら
湿
た
私
た
ち
は
、
．
へ
目
ト

　
　
し
日
に
H
乍
を
発
、
た

　
　
　
使
用
し
た
機
が
全
て
Q
F
だ
．
た

　
　
の
で
、
離
陸
し
た
瞬
間
か
ら
之
化
を

　
　
学
ふ
レ
一
い
う
仕
奮
・
が
始
ま
旨
て
い
た

　
　
慣
れ
な
P
．
．
．
口
菓
や
食
事
に
多
少
力
．
”

　
　
或
心
い
」
っ
あ
・
．
た
か
．
叩
へ
構
弔
に
慣
荘
’
、

　
　
ワ
で
ン
を
飲
ん
だ

　
　
機
内
ゴ
k
を
一
「
」
、
翌
朝
ゴ
u

　
　
ス
ヘ
ン
賦
尉
由
て
〆
－
レ
ニ
ー
ー
に
塾
官
い
た

　
　
　
ア
デ
レ
ー
ド
行
　
ゐ
搭
鞭
ま
紘
こ
μ

　
　
　
　
足
　
　
　
　
　
凱
「

ヂ
六

基
金
事
業
派
遣
研
修
団
の
感
想
文
集
か
ら

．
．
、
時
間
ほ
ビ
時
閲
が
あ
う
た
　
　
・
、

ト
ラ
ベ
ラ
；
ズ
千
L
ノ
ク
を
A
U
S

に
変
え
た
あ
レ
一
暇
を
も
て
遊
ぼ
う
と

空
港
内
ゐ
店
を
回
、
て
み
た

　
そ
二
か
ら
．
．
時
間
半
程
翔
い
て
ア

テ
ン
：
ト
に
着
P
た
　
悦
旧
刈
を
通
る

匡
コ
に
、
木
製
目
川
に
つ
い
て
蟻
嚇
一
「
い
チ
ェ

デ
か
あ
り
・
呆
か
ら
持
ち
込
ん

だ
ク
レ
セ
ン
ト
の
包
装
か
無
駄
に
な
、

た
　
一
“
か
一
「
、
”
後
誰
、
、
川
珊
い
た
后
旧
ニ
ト
，

る
レ
一
、
特
別
な
も
ハ
以
外
は
包
装
せ

ず
に
．
そ
力
ま
ま
ク
レ
セ
ン
ト
を
す

る
・
り
」
・
＼
窪
ん
で
受
汁
取
㍗
’
、
も

ら
え
た
　
兜
壱
力
ロ
ヒ
ー
で
み
ん
な

か
伴
∵
、
ガ
、
い
て
く
れ
た
　
私
力
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
引
力
家
膳
、
は
四
尺
で
、
父
．

母
、
そ
礼
に
レ
㌧
成
レ
ー
ト
四
歳
周
回

潔．

A
ん
か
い
て
、
私
n
∵
二
・
、
て
最
も
好

ま
r
「
い
声
察
陛
臥
で
’
h
、
た

　
空
港
を
出
て
各
々
の
家
族
て
別
れ

た
　
私
た
ち
は
帰
ー
ー
に
海
崇
沿
い
ハ

公
園
に
行
き
、
　
．
時
閲
程
廻
、
た
後
、

膳
路
に
つ
い
た
　
占
同
凍
一
硫
一
路
か
ト
A
亦
気

多
く
．
制
限
時
凍
ぼ
r
目
レ
キ
ロ
ノ
ー

ト
・
げ
感
冒
な
、
†
ー
ア
．
ト
ラ
リ
ア
ゐ

」
仏
勘
、
・
か
・
田
心
い
知
・
り
X
・
以
た
　
心
駅
は
、

．
階
伊
」
、
が
殆
ど
て
、
弔
は
㌃
側
通

口
ザ
、
上
側
．
．
亀
∴
線
か
．
般
的
て
街
中

で
’
」
ノ
倒
辰
㌻
叡
へ
ト
キ
ロ
〆
ー
ト
↓

酒
壷
一
二
㎜
が
目
に
付
い
た

　
心
琴
に
着
い
メ
・
私
か
借
旧
り
る
部
屋
へ

案
内
し
て
も
ら
、
た
　
そ
こ
は
、
　
ン

ン
デ
ィ
ー
の
部
屋
で
．
ン
ン
テ
で
．
一

貼
一
二
瓢
が
　
　
ゐ
口
あ
1
7
Q
唄
田
、
　
テ
フ
ラ
力
甲

屋
に
居
た

　
↑
日
日
、
各
・
目
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
ム
目
由
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
力
で
、
　
〆
ン
デ
ィ
ー
レ
ー
ロ
ー
ラ
ー

7、

P
ー
ト
に
行
・
．
た
　
ノ
7
、
テ
ム
は
．

日
乍
の
も
の
レ
一
冶
と
変
わ
り
は
無
く
、

安
心
し
’
、
滑
る
こ
と
が
出
衆
た
　
た

だ
、
　
ア
イ
ス
フ
、
ケ
ー
」
－
場
か
駐
…
い
よ

ヒ
，
「
一
ノ
　
．
，

　
ハ
ソ
乱
艮
鰍
阪
P
［
ゴ
丁
フ
つ
か
“
唾
ヂ
ノ
’
、
屯
乍
’
、
、

そ
の
日
か
ら
乱
尺
で
食
雰
を
す
る
ニ

レ
一
に
な
・
，
た
　
夕
食
後
に
、
日
本
の

’
襲
井
を
ち
げ
セ
ら
、
た
変
薩
ん
で

く
．
れ
た
　
」
か
し
．
目
本
ゐ
之
化
の

亮
珂
は
鳴
干
す
に
、
と
い
う
虹
り
も
、

自
．
サ
が
．
詳
し
い
ニ
レ
一
を
知
ら
す
に
、

見
せ
る
力
か
楯
．
杯
た
㍉
た

て
も
ら
．
・
．
た
．
山
は
無
く
．
少
し
h
角

い
、
比
に
登
る
と
．
半
径
数
ト
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
は
見
度
す
こ
と
か
出
来
た

　
夕
食
前
に
ノ
メ
箸
を
フ
レ
セ
ン
ト

ー
し
た
ら
、
フ
ぞ
1
7
て
食
べ
て
い
た

母
さ
ん
が
、
箸
で
食
べ
よ
う
レ
一
頑
張
、

距
、
い
た
　
つ
て
力
姿
↓
丁
目
陀
て
い
・
つ
レ
一
、

日
本
の
団
子
に
触
れ
よ
う
と
す
る
心

力
卉
騨
・
伝
わ
㍉
て
き
た
食
劇
を

終
え
”
、
、
折
り
紙
で
鶴
や
、
騙
し
肝

な
レ
一
を
作
・
．
て
見
ぜ
た
・
り
、
L
博
ん
で

　
．
．
f
．
日
、
ア
デ
レ
ー
ド
力
封
総

数
ト
キ
ロ
メ
ー
ト
彫
に
あ
る
、
ヒ
ク

ク
ー
ハ
ー
、
〔
一
に
行
っ
た
　
「
　
か

レ
一
二
に
ち
る
の
か
．
目
て
分
る
程

由
か
無
い
　
途
中
－
何
度
か
げ
か
降
・
、

關
面
ホ
鉱
泌
祷
欝
’

　
．
．
L
I
日
晒
呼
、
　
ゴ
ー
ラ
　
ハ
／
一
7
、
フ
ー
・

上
、
．
日
体
験
ぺ
学
を
」
た
　
池
川

へ
は
ア
、
7
1
七
バ
ア
、
が
あ
り
、
便
利

だ
　
学
級
力
み
ん
な
は
、
私
に
快
（

話
し
か
げ
て
く
駐
た
　
生
徒
は
、
各

ウ
、
ゐ
カ
リ
キ
，
一
ラ
ム
を
持
、
’
、
い
’
、
、

ク
ラ
ス
由
r
侍
ド
覗
・
は
へ
触
か
・
．
（
」
　
体
六
1
1

館
・
り
し
き
物
や
運
動
場
な
レ
一
も
、
目

に
し
な
が
，
た
　
折
山
の
中
身
は
、

タ
で
フ
　
［
7
で
乃
γ
1
畷
・
r
匪
祇
ウ
一
打
・
、
　
占
尾

り
、
動
物
保
護
や
、
環
境
与
染
に
つ

一
’
、
レ
一
か
、
使
κ
…
や
仏
吐
…
オ
ヒ
，
日

乍
に
は
な
い
レ
あ
・
，
な
授
裳
ノ
、
あ
ワ
た

日
衣
－
の
浄
ヂ
校
の
よ
う
に
、
　
耐
掃
時
間

は
設
け
て
な
か
’
．
た

　
家
に
帰
・
、
’
、
市
内
を
車
て
案
内
し

た
か
、
向
こ
う
は
降
．
’

現
地
に
島
か
あ
り
．
　
「

る
レ
一
田
用
い
て
爪
」
み
に

た
か
見
れ
な
か
’
．
た

大
陸
レ
一
遊
L
血
力
よ
う
な
も
み
て
つ

な
か
・
、
て
い
て
、
ル
…
か
通
・
、
て
い

赴
　
・
島
て
少
し
遊
ん
だ
後
に
申
に
．
民

ろ
う
レ
一
歩
い
’
、
い
た
ら
南
か
降
η
’
、

㍉
．
た
私
達
が
滞
為
「
．
二
　
週
間
て
、

／
準
か
要
ら
な
い
巨
は
、
サ
ヒ
な
か
’
、

た
」
あ
う
だ

　
帰
り
に
．
そ
力
ρ
圃
か
ら
ト
キ
ロ
〆

ー
ト
ル
足
ら
す
ヵ
所
に
、
動
物
公
園

が
ち
り
、
そ
こ
へ
［
仔
’
．
た
　

の
ろ
い

ろ
力
西
袋
貿
力
動
物
か
居
て
．
コ
ア

．
．
フ
以
外
は
ハ
（
軽
に
触
れ
7
り
こ
レ
ー
か
山
山

1崇成i
・椙ろ居たL一」

来
た
．
、
γ
＝
一
に
行
っ
て
も
そ
う
た
’
、

た
が
、
私
達
に
レ
＝
．
て
カ
メ
ラ
は
必

需
品
た
・
．
た
、

　
そ
の
日
田
夕
与
、
食
事
を
終
え
て

か
ら
風
船
を
あ
げ
た
　
息
を
吹
き
込

ん
ザ
、
孜
す
と
h
昌
力
鳴
る
物
で
、
珍
し

　
・
ノ
て
”
た

　
．
卜
．
日
．
小
学
校
を
．
．
伎
レ
一
、

大
駈
に
．
つ
竹
’
．
た

　
小
学
憧
で
は
、
h
、
）
1
，
か
日
木

五
…
を
学
ん
で
い
た
　
．
ド
H
へ
、
学
校

レ
一
．
．
．
、
口
う
し
ト
リ
、
目
木
の
口
地
没
レ
一
い
’
．

た
感
し
て
、
み
ん
な
明
る
く
積
梅
附

か
あ
．
た
先
生
は
、
．
．
校
力
学
校

で
日
有
孔
…
キ
畝
叙
・
え
　
♪
い
た
　

十
徒
札
奴

は
．
両
校
共
に
．
．
卜
名
程
だ
、
セ

　
大
川
子
の
ケ
η
儲
け
、
　
ロ
！
－
ス
ワ
ー
ズ
ィ
．

六
学
ゑ
、
、
斬
砥
地
面
一
橋
は
約
圧
卜
．
ヘ

ク
タ
：
↓
て
、
牧
場
を
へ
口
わ
せ
る
と

そ
力
数
倍
レ
一
．
r
想
さ
軋
る
　
な
に
し

ろ
、
た
学
を
見
学
す
る
力
に
、
卓
て

回
、
て
い
た
力
た
か
ら
、
レ
一
て
つ
も

な
（
・
ム
ひ
．
た

　
そ
カ
ロ
ゐ
夕
与
に
、
市
長
に
会
い
、

駅
、
ざ
ん
力
r
料
理
・
一
思
わ
れ
る
砥
で

や
ハ
ン
ケ
ー
－
キ
を
海
尺
べ
な
が
ら
い
ろ

い
ノ
ノ
レ
一
‘
旧
一
’
た
　

日
奴
．
レ
一
は
臼
趾
い
、

ラ
フ
か
♪
　
、
一
二
・
川
7
ノ
∫
・
ノ
、
赴
ハ
」
力
講
・
、

話
γ
弾
ん
」
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
ニ

レ
一
か
で
き
た

　
．
．
卜
．
．
．
日
、
ア
デ
レ
ー
ド
市
内
観

山
花
に
〔
仔
・
、
た
　
　
コ
ー
ラ
巾
か
・
り
ア
デ

レ
ー
ド
市
ま
で
電
嘩
て
仔
旨
た
力
だ

か
、
往
復
で
．
ト
㍗
．
「
セ
ン
ト
一
目

乍
円
て
ド
日
卜
円
程
一
だ
・
、
た
　
而
内

に
は
ヒ
・
、
か
建
ち
．
並
び
、
レ
，
ト
ノ

1
7
、
レ
一
い
．
て
、
　
日
本
で
．
．
．
．
目
・
，
・
亦
い

H
I
階
上
p
あ
・
つ
か
歩
♂
つ
の
で
、
h
”
円
い
ビ
㌃

か
建
ζ
、
い
た
　
三
内
に
博
物
館
が

も
り
、
有
袋
頒
な
ビ
の
剥
製
や
、
原

住比

ｯ
力
牛
一
事
、
　
ま
（
」
オ
ー
ア
、
ト
ラ
リ

ア
ゐ
地
形
に
り
い
て
も
洋
L
一
知
る

こ
レ
一
か
出
来
セ

　
ア
テ
．
ゾ
ー
L
I
市
内
【
［
り
ぽ
、
　
L
－
ラ
　
ヘ

ラ
ー
ズ
チ
　
L
　
ノ
　
ク
’
Y
一
へ
U
一
δ
h
「
焔
怯
轟
へ

ら
1
1
．
る
銀
行
か
少
な
の
よ
う
で
、
．
．
つ

め
力
銀
行
で
や
．
レ
一
換
え
る
こ
レ
一
が

唱
＊
た

　
初
め
て
の
轟
外
た
．
た
せ
い
か
、

†
ー
ス
ト
ラ
ロ
ア
て
ハ
生
活
か
日
乍

尺
の
私
に
レ
一
＝
、
、
実
に
新
．
一
な
も

カ
に
感
じ
た
　
争
ま
ゴ
，
貞
や
ホ
ア
、

ク
ー
－
な
’
二
て
」
か
見
る
敷
r
か
唱
来
な

か
ヂ
、
た
姿
を
生
で
見
て
、
ま
た
体
言

し
て
、
気
当
の
意
味
で
訓
化
の
謹
一
．

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
」
丈
化
卓
一
…
丁
ぶ
こ

」
一
力
”
場
た

　
母
轟
の
唯
哩
い
は
勿
喬
力
こ
し
一
、
生

活
」
1
暇
力
違
い
な
い
二
、
日
乍
に
は
厩
｛

い
良
．
∵
ド
＝
　
う
か
多
㌘
も
り
、
日
本

一
、
は
学
ふ
ご
・
・
力
出
未
な
い
勉
強
を

　
．
．
卜
四
日
、
ア
テ
レ
：
ド
空
潜
圭

7
、
ひ
ア
、
一
k
一
，
’
　
　
　
，
　
1
1

圓

た　ト

活1
ノ
へ

力着
ちき
る

な噛ll㌔

か才

　男

　か
　　ビ

　　ワ

　つ塵

　　1ノ

　，ノ」

　別
⊆　2L

　　　私　様

街lh、林

て内し　［1
い　乍　、ノし

ろ見　　　，、

離

陸

ト

1

肩

う
な
人
か
い
た
　
途
中
で
ン
ト
ニ
ー

湾
か
見
　
る
公
園
に
湿
た
　
ハ
ー
ー
バ

r
ー
ブ
　
リ
　
　

、
／
め
ー
ナ
・
　
へ
一
フ
　
ヘ
　
ウ
7
、
　
か

嘗
弔
斜
昌
擁
齎
火

　
い
ろ
「
ろ
U
㌻
、
い
る
う
ち
に
心
か

洛
ち
．
着
き
、
ア
デ
レ
ー
ド
を
発
「
、
た

時
肝
脳
」
さ
も
顕
れ
て
き
た
　
、
．
㌔

か
学
　
　
　
二
．
た
　
見
る
も
の
争
て

が
祈
鮮
　
美
し
く
、
楽
し
め
る
所
で

あ
．
た
　
か
．
つ
残
念
な
の
は
、
オ

ー
フ
、
ト
ラ
リ
ア
の
喪
を
児
な
か

こ
レ
・
セ
　
美
し
一
所
な
ら
H
本
に
も

一
1
1
1
あ
る
　
し
伍
し
す
1
7
、
ト
．
ア
リ

ア
も
日
本
と
同
様
に
裏
か
ち
る
筈
た

そ
れ
は
、
與
の
姿
で
は
な
．
ノ
、
オ

ー
ア
、
ト
ラ
リ
ア
の
姿
て
あ
る
　
良
一

広報1♪ゆδ〔が

　一人目のお子さんから受け取れます

　デ・ビもを健やかに産．み育てるたプ）の」漿境っ1りノ）・宣「舞なfi

として、児帝二予当制度が改1卜．されます　争回ノ肥父IEては，

ままで＝へ目のおデ．ざんから芝給されていた「肥串’｝い馬か、

尺目ク）お∫・さんから芝給されるよ・）になります

　芝給額は、　・ノ＼目とコ、目のおf・さんかB額5τ’円．　ヲ、

1以降のおrさんが月額1万円となります　芝給期間も段「：皆

i覧Jに変更していき、最終的には、すべてのおf・さん力芝轡師

旨1カ・3「：蔑涛くu出」となり圭．さ．　ニノ♪己父1｝：1よ，　・ト乙り気4fト1卜ll日力・

㌧実施されます

容●

改正

内
・

●改正の主な

一　　1　　下目　　　　　；
箪1子以降

3歳末満
5000F『顧客貢ノ

5000｝エヨ1月客自1

0、000円1月答自、

十
．
ト

現　　配
車2テ以陰

1＼学校入字自．

「

2　500ロi　　　各自

5000Pヨ月客自

　支給対象
トー．

L開三墾期間

…支L塑」

給1第2弓
　L．．　．．＿
額1第3子勘

一一
@　．．L一．

到
劃

　　　夏休み水泳教室を開きます
1辰けない」㌃ヒもを対象に．水に観㌧ダ）るよ．〕，二i．る三ヒ

自ノ」て、水げるように手旨1与します

1明　　「1｝」■7∫l14［1カ・ら8ナ125［1までノ，1サi周日H召II　7il11

≦？　　　　土易■ノく　i「r卜遥f営一7　　．rレ
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田
心
い
出
ば
か
り
て
は
、
衣
．
当
力
之
化

力
哨
哩
い
は
分
か
ら
な
い
力
か
’
レ
L
赴

　
二
力
ホ
ー
ー
ム
フ
、
テ
イ
を
通
－
’
て
～

ん
だ
駐
は
、
之
化
を
学
ふ
レ
一
∵
つ
み

は
、
日
木
型
之
化
を
学
ん
だ
ト
で
、

そ
れ
レ
一
比
較
す
る
力
も
そ
う
た
か
、

そ
力
前
に
、
学
は
う
レ
ー
ポ
る
之
化
に

・
喬
げ
込
み
、
自
ら
体
険
レ
ー
る
し
一
こ
ろ

に
邑
味
か
ら
る
と
い
う
ニ
ー
二
て
も
る

日
4
て
は
何
年
、
何
卜
’
q
レ
一
口
や
し

’
、
も
学
ふ
雰
は
出
衆
な
一
た
7
ノ
つ

　
砥
か
に
哨
哩
い
は
レ
へ
旨
－
一
一
・
、
私
！
ノ

乏
赴
る
力
か
鯖
．
杯
だ
，
た
　
し
か

一
・
、
・
て
」
刀
∫
・
の
い
レ
一
田
心
う
　
俸
・
ー
ゴ
『

自
万
力
も
ハ
に
す
る
事
が
唱
才
刻
．
は

そ
赴
て
之
化
そ
カ
も
ハ
を
写
ん
だ
雰

毎年7月は、

社会を明るくする運動月間です＝

初．会を塗る（1る運亜むは．　1へ

．＝ノ）［il民か、犯罪ノ♪防IIヒ罪を
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り仁f

　自　｝神陀」な、．みは、尺．の放1】1聞
III〕かh始鼻、ll払1が』‘卵には』’卜砂千U

のlf囲呪とノノ戦のrl　．、r耐くの話，，1「斐なと．㎏

）かの制1．．があろし‘1）とノらn、伺日こ

しで叱さ11こいるのは数川l」iといDn⊂
市り、IIIlrlIrり．7PノトFメ、1削t』II目県rり

妃lh．と・II／しご7り7’ノ．〔1）弔llの旧「．査し、し

ることかごさろ数少ない1り1ご∫かド八洗
らさプにilllllかく1ε守）⊂あげたいしのこ
重

一
睦

．広報ひゆうがに載った写真を
さしあげます。

前もって係までお電話を！

■
司
馳

☆みなさんの身近な話題、ホットなニューースを係までお寄ぜください。
広報‘浮艪､が

▲八ノク7fダー基地オーブン
　聡μ｝01「こlhカL樋一L民を｛一め⊂い目しノこ1、　ノノでヲ　111／1旦ノメ

成L、51121】斗、σ）［li展　台に関係暫なとT」8〔げ、がIlh席しこ．

湘　．ノ　ン7L∫しし．　ノメ向．り甘［象した　 y一．ノね’卜r7〕1を，

’・ノワ．ノでヲ　星好会．．T｛｝MR［．のメ｝へ　か」L．フ．ノr

卜｛！L．　　∫1く｛押い圭した

」．

@　7

｝

　ヒ」1叫而21直紀まδ＝5くりリーダー饗域塾

hひまわり塾”開講式

▲21世紀茎ち）くりリーター養成塾「ひ韮わり塾」スタ　ト
　市こ．は、二llかドのID　り地曳）「1堕
ためのθ揖）リ　ィ！1讃1塾、L．ノか，51田，
しこ．1域の1「LをIL・tζIll」渦式｛1口い1、した

　‘1らは、こnかド・ll川　樹F1、ちろ多ノ、

；’17　／に、　菖lllド　’　U　　封、・ソ
ノ・　・’に取lll［み』　内口．，　Il・汐　　・向
’星在　曇、こ一A㌧イ，＿こ一「こ〔．．こい　算．言

★運絡先／市企画課・広報統計係容52－2111内線2213
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［
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、
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ら
の
芝
配
体
制
一
一
身
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分
制
度
一

を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
必
叱
に
守
㌻

た
か
ら
に
は
か
な
り
ま
せ
ん

例
え
ば
、
武
ヒ
は
男
の
k
r
に
と

．
濯
、
代
々
世
襲
さ
せ
ま
し
た
．
し
た

が
っ
て
、
ゐ
承
を
窪
く
た
め
に
は
男
’
r

の
誕
生
が
ど
う
し
て
も
必
．
要
で
あ
・
．

た
た
め
に
、
将
軍
家
を
は
ヒ
め
レ
一
し

て
、
武
ト
の
社
会
で
は
、
側
室
を
も

つ
な
ど
し
」
、
毘
の
．
r
一
も
の
誕
生
を

願
っ
た
の
で
す
．
、

　
そ
の
こ
レ
一
は
．
　
、
托
四
配
年
〔
眉

緬
…
．
．
卜
隼
－
｝
ま
で
『
．
戸
ト
「
．
レ
ー
い
・
ワ

名
の
も
と
に
、
艮
男
を
跡
取
り
に
す

る
と
い
う
法
律
　
旧
民
法
〕
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あ
っ

た
こ
と
で
も
わ
か
る
と
田
い
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
身
り
分
の
世
脳
低
制
を
武

L
階
級
自
ら
が
守
る
こ
レ
一
で
、
身
分

制
度
の
強
化
を
図
・
、
た
の
垢
、
す
．

　
ま
た
、
そ
の
武
ヒ
階
級
は
、
当
時

の
経
自
力
を
支
え
た
農
民
か
・
り
甲
貢

キ
　
取
っ
で
、
い
ま
一
げ
た
、

　
農
民
か
ら
強
制
的
に
f
匿
い
年
貝
を

取
る
た
め
に
は
、
農
民
だ
け
に
き
つ

い
思
い
を
さ
せ
㎡
、
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
　
衆
一
十
貞
．
ヰ
唖
産
す
る
エ

・
不
ル
ギ
・
－
を
宍
う
か
ら
で
す
一
．
白
朝

は
生
か
さ
ぬ
よ
う
半
殺
さ
ぬ
よ
う
“

一
．
　
…
一
．
昇
．
辛
夜
τ
　
｝
な
政
策
か
必

裳
た
．
た
の
’
．
・
す

　
当
時
、
自
分
た
ち
よ
り
身
・
分
の
低

い
者
が
い
る
こ
し
．
一
で
、
農
民
は
こ
の

．
不
満
を
解
消
一
二
、
い
た
h
　
　
い
あ
り

ま
せ
ノ

　
一
〕
か
一
し
．
七
－
、
り
に
乾
㌔
ぴ
一
げ
い
㌃
T
・
貝

を
取
ろ
う
と
思
え
ば
、
農
民
よ
り
身

分
か
低
い
レ
ー
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

農
民
よ
り
も
・
、
と
貧
し
い
丁
活
を
す

る
者
の
存
ぬ
か
要
求
さ
れ
圭
し
た
．
．

　
そ
こ
で
、
　
『
被
差
別
部
洛
民
」
は

農
民
ト
♪
り
も
条
件
の
炉
心
い
ヒ
地
で
の

1
訊
旧
を
一
強
い
ら
．
れ
ま
一
一
か

　
実
は
そ
の
こ
と
が
へ
－
日
の
宰
態
的

な
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…
漕
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別
に
強
い
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膨
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目
を
一
当
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ぽ
一
一

て
き
て
い
る
の
で
す
．

　
　
　
一
．
し
托
六
年
、
越
後
の
佑
学

　
者
・
高
野
常
道
の
円
作

　　　保健婦だげ。

冷蔵庫の中の飲み物チェック

　蒸し暑い目が眠き、冷たい飲み物が

ほしくなるころです、お宅の冷蔵庫の

中には，どんな飲み物が入っています

か？

　こどもの健診なビで．、お母さんたち

と話していて気になるのが「loo％果｛ト

のジューースを飲ませてい圭す」とおっ

しゃるかたが多いことです．10げb果‘i

は、確かに果汁が100％入・っていますが、

その他に，糖分が20～30g含まれてい

るので．す、

　砂糖なビの糖質をとりすぎると、肝

臓て中性脂肪が多く作られ、肥満の原

因になります．また、　七度．度の食事

がおろそかになりがちで、ビタミン、

ミネラルなど、こどものからだに必要

な栄養桑が不足する恐れがあります，

　お母さん！i行蔵庫の中をもう．・度チ

エ．．！クしてみましよう．．

　
　
図
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．
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．
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．
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目
育
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．
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r
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イ
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．
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ら
L
レ
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一
で
曜
む
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・
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．
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乱
目
－
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一
一
目
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．
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ほ
か

　　　　‘

いr；・：　を

犀1．　r．『で1】

　ゐ　1
　つ、、1、

　　村監1
　　ロ　　　　ふ　一　只　＿
　岬　に　・』ノ

　11．なた
　’、1＝る　ち

　　か　　　　イ、
　　　　彗　　．r
　　召ドー
　　［1　ド．．」

　　li　＿

子どもの本

についての

井戸端会議

　f・どもの本に興味ノ）あ

るかた、　1㌃どもク）。几菩；．二i

「．i4みをも一．．，ているかた、

みんなで．・1．名に集ま一．．て

㌧II画ししまし．よう

　iiirrjのゴ．どもたちのた

めに、まず大人が［1，し井の

ト≒二びを．知り、新＿い契」皇

．二｝膳≦セし・圭しょう

と　　き■7，ヨ10日

　　　’1　＝　「i　j　l〔　［IIly　～　 1　2目5

ヒころ■市．、：’：1．κL等館．

　　　和室
問い含わせ■市・1（図，等館

　　　　1含内線243P

藷
囲
δ

の
60贈の血

　　　7月のスケジュール
2日火　　日産サニー宮崎販売株　930～1030

　　　農協会館1000一一1300
　　　メティキ・ノト日向工場　1430・．一1500

3日水未　　　 定1000～1600

　　　　中央0一タリークラフ成分駄血1
14日日　　大王谷運動公園駐車場　930～15：00

　　　　〔旋脅駄二．
19日金 農業共済組合1000一一1100

　　　南日本ハム株口30～1530
25日木　アビロス日向店1000～1EOO
26日金　日向農協美々津支店930～1030

　　　北部食鳥1100～1300
　　　鮫島病院1430～田川

5月中の交通事故（日向市分〉…瞬・，一

丸　生　死　亡　負傷者物損L軽故
15f牛　　　　0　　　　21ノ、　　　　124r’1・

　．一．　　　．一1　　・21　　－7．

　止まって確認、無事故に挑戦
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画「
●田図リの検査
δ

　今年も、次の日程て川上リの定期検

査か行われます　バカリを商取引や身

体検査等の匹II卜明行為に使用するかたは

もれなく検査を受けてください．

検査日■①7月16ri／午後1時から4

　　　時まで。　②7月17日／’F前

　　　　9時から正’トまで、

場　所■市役所
問い合わせ■商工観）℃課（容内線2633｝

●ディーゼル自動車を使用する皆様へ

　車1讐由｛こは、　1　リ　ノ　ト’レにつき24，3Fj

の軽油取引税が含まれています、軽油

取引税は、道路を整備するための県の

貴重な財源です．

　川州や重‘由にクマリン1識別剤｝か

添加され、混和の状況か明確になるよ

うになりました．

　起ては、脱税防dのためディーゼル

自動車の鷹料検査を実施しています

みなさまのご協力をお願いします

　　ご存じですか？
　●
　　地域交通安全活動推進委員

　近年の厳しい交通情勢の中て、地域

ぐるみて幽門問題なビの交通問題に取

り縦んでいたたき、道路交通に関する

モラルを晦しさせるための運動等のリ

ーダーとして活躍していたたくボラン

ティアのノ＼達に、法律しの資格1非常

勤の特別職地乃公務員1を与えたのか
地域交通安4、‘舌動推巡委三iてす

　この惟進委貝には全国て20．000ノ＼、
l
l

レ市醜ニュース・行箏は葡藤1テレホンサービス⑪麗一匿⑪◎◎へ

口藺國■■■■■■■■■■■■■■■■■騰糠

・た濃雛膿輪廓藍
鍵1喫驚驚1欝1著1戯

そろって投票しましょう。

投票と開票

　投票は、7月7日の’「前7時から’1

後6時まててす　投票当日は、入場券

に記載してある投票所へおてかけくた

さい

　1用呼」：ま、　手乏票Elの’i二「麦70与30つ♪カ・ノ，、

巾役所そばの勤ツ好∫少fヂ体育センター

てfrいます

投票できる人
く勾．歯1｝＞　11召下［146’ト7月8日工ス自i∫1二’1

　　　　　まれたかた

ぐ住所〉　L「成3年3月16日以前から

　　　　引き続き日向巾に住んでい

　　　　　て、住民基本台帳に登録さ

　　　　れているかた
投票の方法

　投票は、記名式てす投票用紙の「候

又る釘rレ「レ
ホ

ー
げ恥

ハ

馬
λ才P　一ク

’

’

’’

ウ

」名氏者補

廿
噺

“
凸

’

’

’

県内190人のうち、Ilr「1J市には8人か配

置され、去る4月25日日1「IJ警劣‘署て委

嘱状交何式かあり圭した任期は2年

●’3、るさと宮崎で就職を1

　県ては、優秀な県出身名のUターン

を促巡するため、　「ふるさと宮崎人材

ハンター1を設け人材の県内就職の促進

を【刈一ノていま一キ

　そク）　環として、県内企業力1ゐ報扶L

供をfrい、、認。晟を高めていただき、広

く県内への就職を促進するため、次に

より。見明会を開きます

　宮崎へのUターン雄ひに宮崎ての就

職をお考えのみなさま、この機会をせ

ひご和∫用ください

と　 き■8月12、13目　 9：〔，0－17：（［O

ところ■宮山奇「ゾ牛年金会直1室1宮山1：1市宮

　　　1協町f38－2　1

参加料■無　料
参加企業■50社不‘～度改・茸象：Lllt内企業1

実施ノ∫法■参加企業概要等、1弛明ハンフ

　　　　　レノト、？；亨ll」奇りほ丘、業ウイト

　　　　を酉用布し、4＞体II蛯明、　f固別

　　　　説日月を行う

　くわしくは、県「勲振興rl果K薬1，1・画

「系　1容〔｝985－26－70951へ

　袖判1ノ＼の氏名を。己残してください

　　目や体か不自由て字かllトけなけかた、

　　または1，売み階きのてきないかたのため

　に　I11、字投票」や「代埋才窒票1かあり

　　ます、投票所て申し出てくたさい

　　その他、投票日に’1レ情があ・ノて投票

　てきないかたのために「不♂1者投票一

　の制度かあります

　　不で1者投票は、6月17日から7月6

　日まてのし、日r曜日を含む毎日、’i前

　8時30分から’「後511与まて市選挙管」甲

　委員会でてきます

　投票所入場券
　　入場券は、6月21日に各家庭宛に郵

　送することにしています

　　知事選挙についてのお問い合わせば、

　市選挙管理委員会賢務1，尋〔容内線2231

　～2233）へ

　一軌七㌔ゲ’ウ　，　｛七．。　’廿　　七

べ喉・巴艀ヅ．∵隻＝鷲．
　　　甘　　　　　　　　”　　　　　　 七　　　　　　｝　　　　　　℃

し　サド

意燃所の代表電話番号は52－2111番です
血～．，　・

●ご利用ください
　　　交通遺児育成資金

村象者■自動車事故により死亡また

　　　　は重度の後遺障害が残った

　　　　かたのf・弟（中学校拙誠ま

　　　　で）で．　一定の用件に合う

　　　　かた
金　　額■当初の・時金　　　14万111

　　　　！明ト司「書1　　月客頁1ノ∫7下・「1ヨ

　　　　入学芝度金　　3々9fll】

貸付期間■貸付決りセのときから中学校

　　　　を卒業するときまで
利　　f■無利f・

1区越ん法■貸付終ゴ後6ヵ月を経過し

　　　　た後、2〔1年の均等分割返済

　　　　　塙校、大学へ巡憎したと

　　　　きは、口業まで猶臼
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　お魚がメインに使われ、⊥夫をこら
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　　　　12LFノ∫“．

使用料■11ドノプ当たり33．〔，00FI
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一市税は納期内に納めましょう一

歯科匿夕露だより

　　日．乍菌科医師会は「歯が大事．食べ

　る楽しみいつまでも」をテーマに．全

　国で歯に関するさまざまな催しを企画

　していますが．日向市・東臼杵郡歯科

　医師会でも、5月25日に「母とfの良

　い歯のコンクール、図画ポスター展」

　を行ったのを始め、小学校を中心に歯

　磨き指導などをすることにしています，

i　現在、日本は長痔社会を迎えようと

！していますが．健康であってこそ素晴

　らしい老後を送ることができるのです

　たとえば、食．事にしても体調が悪くて

　は何を食べてもおいしくありませんし、

特に、歯が痛かったり．具合が悪いと、

1負：事をすることが苦痛にさえ感じられ
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　そこで、歯科医師会では80歳の人あ

i口の中に20本の歯が残せれば、食べる

楽しみを維持できると考え．豊かな老．

後を過ごすお手伝いができればと今、

　「8020運動」に取り組んでいます．

　今月号から、菌や口に関するいろい

　ろなことを掲載しますのて、ぜひご．
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日

場
ヒ
・
1

ほけん
　　　　　　　7

●乳幼児の健康診査
顛
愚3か月児

　口，■7目121L261r　B：けP一．14：〔〕〔1

　所圏日向保健ト1　　容52．51岨．

　　象■LF成：u　4目「ヒ圭L

　7か月児
日　日士■7巾ll日　　B：け〔1－1．1：隔

j　ll斤■日向保．⊥ト「　　容5251け1

ヒ・1．象■11友2「1．．12月’｝圭れ

　1歳児
［　1　　　　　　トI　r　■　 7　　

「
　
j
　

l　l　j　 ［　「　　　　　　　　　　 1
　

7
～
　

：　［　1〔　」　

一．

@1　．1　 ：　i　］〔　〕

場　．11「■市民健1｝1ユ｝．　費「勺泳2155

1」　象置「成ピ1611’1勤

　1歳6か月児
［1　日♪■7目h川　　13：｛賦ト．14：｛1り

場所■市民健「｝h舛　歪至内林21洲

是・1．象■．日成’LII12［1唖々L

　3歳児
ll　H、y■7　15日　　13：〔Mr～1．1：｛K｝

場　所．■日向保健旺．　容52－51Dl．

虻．土　象■昭手［【1～3「μ～目桂圭ノ

　※摘出1はい．｝遅も受1・1．ノ〕II斜制で

　　母1’．健ll和敵も忘れ．楓二

91ミスひまわり募集

　rlゴ内に1、r；イi三、　または白耳曳＿ている、

ひ圭わリノ♪花ノ）ζうにli月るく、鮭1｝な

満18・戊以L力女．「’　　目串・1呪婚を問わ

な．㌦rl’ Hぺiは除（1ならヒ3二てノ
応らヌーきま．重．．

　滑レ朽断∫二りほか哲」’｝㌃i商品をさし．ち；＋

卜す　あなたも．‘ひご応募（、＿ざ」・

らヌ讐こ1け1「ハ1■7月ヒ｝ii〔　 圭．、

応ら矧1〔■所．定二りIl11氏に記八して提1［ll

III申込li｝＝…1通　†簸〒．：あ・ほす

．ゴう　貞・焦卜．』卜身IE面，ス＋．．7

　各1枚目・一ヒ．晒・国で励lll丈内．二掛iし醜

lill」・r｝オ｝一ト士■．ぞ1　占．炉卜≦？、義けr　智5ビ　7．i61

広報』浮艪､が

　　　　親子映写会
　　1’・　①花さき山
　1・・器

　　　　②わんぱく漂流記

主催■市中央公民館・日向入郷ライブラリー
と　き■7月17日水19：00．．

ところ■市中央公民館〔視瓦覚室）

●7月の休日在宅医

711■棚1噛「：完1’寸詩ト蚊・脳胴i

　　　♂●52　　〔尺　llI　　f’［．】ユじ11：完　．1勺　・

　　　d、㌧1己季　’52－332．1＝　　　1日IP」［艮f　

　　　♂●52．．．；〔珂19．

1．i日■．投病1厄「勺・ケト1」♂じ58．．｛罵4

　　　／計コIF黎臣　　　　　「勺il♂●5－L　．二～E『｝

　　　戸己［ケ　　外・「｝言．婦1、F卜’6

　　　14．17i

21日■渡辺病「：完1｝｝．婦・1必尿旨1田♂＞57

　　　川II　、i川［）1．内・・1・児・

　　　ケ気射禄千ト♂・54　44り1．

　　　　　「芝いTfト♂●52　．5522・

28日■r・代川病1：完．

　　　F旦こ　・「ド叡内歪二千♂●52　．71111

　　　国；完

武富［ケ

咋・†’外・胃腸・

桝川

　　　　　．壕婦ノ＼li♂じ52－295〔D

　　滝月病「完・内・手目神臼♂じ52　24｛19・

※当番医かかわる」．坊今か才，ります

　テレホンサ．．ヒ．ス1容53．．一1214｝

　て磁モを1

日向映画祭の夏がやってくる
年に一度　大∂なスクリーン・q島るい画面で、映画の準
さと嚢晴，しさをあなたζ共鳳　たい　でして、峡画祭て
累敵なケストとの出会いヵ
【　い1引田正肴映］甘口　・Tr爾長一郎・冗漫　寧畑かあし
　　中島ロろ二な爆．．田⊥刀猷＝咬画評諭蒙

印

刷

．
j
　
I
．
－

梼
乍

境
き
・
一

」
／
，
P
～

7月1日／事業所統計調査・商業統計調査　　今月の表紙

■愛のご寄付徹称略）

　　　　5月1日～31日分

　ll卜之之明．II1卜　．づII求トー・エ　⊥．ヒ

良．：・小野「II勉　．1ヒ田1．レ　・後　弘「．代

1’．松原．ン甲．乏エンデ．山ド1　谷

キフハ「よ見旨・己宅賢IIり　川路1　中

｛h｝男　　【良’：・諜イサf・rrll［1町．

〆枝谷昭L三　．i封　「褐1崎勇’d谷

）．棺菓でり／ζ斤目械』・児t．粍凸、、

　6月9日9勤

労肖．少年1潔育セ

ンター『、　ひま

わり少年相ナ尺

会　∂行われま
し｝」冊、力相

投を通して礼儀，
忍「「匝助』

う目的で．開借．さノ1

女川広」執kを

，冒「uL℃

　　　　「　コ

㌔
　　　　　」・・．・虻．ρ脳

毫一・・『纂寡

　　　転

誼1脹る毛・、思いやりク）尾・をち「

　　　．たもソ．♪r、、・ド汐四3

　　　．（りひノノ：＋ました

ピリオド　＜§

　目　　　、kを

　；河ビもはr、．
　i・『　　　　　　　’
へ　　　　　　　　　　　　も

申　1　類．

◆1∵喉　1

長

ノ　　　有

1果：F

巴

、

‘ノ

　　　　　　1’国玄1、、ブシ』’

　　乏、再∵．，唾：、レ1

を取り1． G嶺・：ゾ1．、．＜’．1、

　　’‘’．）．　て貸㌧1＝】．も．

　　　　二　：♪㌔．　N

21


	梅雨の季節「まさか！」の時のために備えてますか
	ひまわり基金事業派遣研修団感想文集から

	８月にはひまわりのじゅうたん
	２１世紀まちづくりリーダー養成塾「ひまわり塾」スタート

	パラグライダー基地ｵｰﾌﾟﾝ

	神秘的な営み


